









































































































































































































１ 埋土地（干潟・遠浅の海底を埋立） 舞浜 大
２ 埋土地（遠浅の海底を埋立） 千鳥 大
３ 埋土地（遠浅の海底を埋立） 高洲 大
４ 埋土地（遠浅の海底を埋立） 明海・日の出 大
５ 埋土地（干潟・遠浅の海底を埋立） 今川・弁天・富岡・東野 大






潮来市 ２ 干拓地（湖沼・湿地帯に盛土） 日の出 大






























































































































































































































































































































































































































Topographies	 in	 elucidating	 the	 Late	 Quaternary	 geohistory	 of	 Japanese	 coastal	
plains」	Quaternaria	14　p.217～p.236
（受理日：平成26年７月23日）
（校了日：平成26年９月10日）
86─　 ─
〔抄　録〕
本稿は沖積平野や臨海部に発生する地震動にともなう液状化被害について，東日本大震
災における関東平野における事例をもとに，微地形と土地条件の関係を考察した。震災に
ともなう被害地に共通する特色は，臨海部，内陸部ともに浅海底，干拓地，沼沢地として
の地形履歴があり，これらの土地で人工的な埋土や盛土作業による地形改変工事が実施さ
れた場所に大きな被害が発生していることである。埼玉県久喜市南栗橋地区では，利根川
支流中川流域の複数の自然堤防にはさまれた後背湿地（沼沢地）に，埋土・盛土を行った
土地が液状化を招いていたことがわかった。
液状化の発生を理解するうえで地質，土質調査は専門的観点から重要であることはいう
までもないが，専門外の一般的観点からみると，地形図の読図から当該地域が軟弱地盤の
土地を起源に持つことを理解することが可能であることを論じた。さらに本稿では，学校
教育で利用されてきた中縮尺図を教材にすることに加え，現場の指導教員による大縮尺図
の資料加工が微地形を理解するうえで一層の理解につながることを述べている。
